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ISO/TC229 の第 21 回総会及び各作業グループ (WG)

会合が、2018 年 10 月 29 日～ 11 月 2 日までの 5 日間

に亘り、マレーシアのクアラルンプールで開催されました。

2010 年の第 11 回総会以来で、2 回目の事になります。

全体の参加者は約 150 名に上り、日本からはオブザーバ

ーを含めた 27 名の代表団が参加しました。

1. 総会
第 21 回の総会は、P- メンバー登録 37 カ国のうち 19

カ国と O- メンバー 1 カ国が参加しました。また、ANF（ア

ジア・ナノ・フォーラム）や EC（欧州委員会）、VAMAS（新

材料と標準化におけるベルサイユ・プロジェクト）の３機関

が外部連携機関として参加しました。

今回の総会における日本側提案の規格審議（9 件）、更

に新規の規格候補案の説明（1 件）は、すべて順調に進

み着実な進展を示しました。ISO/ TC229 の活動に大き

く貢献された方を毎年度表彰することを目的に、Simon 

Holland 賞を設けることが決まりました。

タスクグ ル ー プ 関 係 で は、TG 3：Nanotechnology 

and Sustainability を 解 散 し、 そ の 役 割 を ISO/TC 

229/TG2:Consumer and Societal Dimensions of 

Nanotechnologies に統合することが議論・承認されました。

統合後の新しい名称は ISO/TC 229/TG 2：Sustainability, 

Consumer and Societal Dimensions of Nanotechnologies 

(SCASD) とすることが議決されました。

他の TC との横断的連携では、中江裕樹氏が ISO/TC 

276( バイオテクノロジー ) の、綾信博氏が ISO/TC 281(

ファインバブル ) の、それぞれリエゾンオフィサーになるこ

とが議決されました。我が国代表団の活躍の場がますます

広がる形になります。

2. 議長諮問（CAG）会議
全体運営に関わる事項について話し合われるとともに、

各 WG のコンビーナ及び TG リーダーから、それぞれの進

捗が報告されました。日本は、2018 年 7 月からローテー

ティングメンバーとして 2 年間の任期を務めています。こ

れにより、JWG2 の役職としての 2 名を合わせ、今後 2 年

間（最大 4 年間）、日本人は 3 名の参加となります。

2 代目議長の Simon Holland 氏が 2018 年 8 月に亡く

なったことを受け、現議長の Denis Koltsov 氏の提案によ

る、TC229 の活動に貢献した方を表彰するための賞の設

置が決まりました。

グラフェン関係の規格を中心にした IEC/TC113との合同

プロジェクトについては、グラフェンに限らず、現在合同審

議中のプロジェクトに注力すること、更に各 JWG のそれぞ

れの優先方針に沿った標準開発を推進し、必要に応じてプ

ロジェクト単位で合同開発に関して検討する方針が確認さ

れました。次回のオーストラリア中間会合では ISO/TC229

の全 WG の合同会議となりますが、施設等の事情で IEC/

TC113 との合同会議は行われません。

新規提案のプレゼンテーションに関係して、2 つの問題

点が主に議論されました。一つは各 WG で使用しているチ

ェックリストの利用方法の合理化、もう一つは新規提案の

情報を共有するタイミングです。チェックリストについては、

特段の進展はありません。新規提案の情報共有について

は、議長が、「月曜などの会期中の早い時期にプロジェク

トの内容を CAG メンバーに連絡しなければ、プロジェクト

の帰属 WG に関する検討を行わない場合もある」と受け取

れる発言をしたため、新規提案の情報を共有するタイミン

グが議論になりました。それに対し、JWG2 コンビーナが、

最終日の各 WG コンビーナからの報告の中で CAG と共有

するものと主張し、理解されました。また、日本代表から、

そもそも技術的な検討は WG で行うべき事項であるとの意

見が、JWG2 コンビーナからは CAG で共有すべき情報は

タイトルとスコープで十分ではないかという意見が出されま

した。これらに日本代表やフランス代表が即座に賛意を表
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明したため、CAG で共有すべき情報はタイトルとスコープ

であることが確認されました。

今回、議長がプロジェクト情報の早めの連絡を強調した

背景として、後発の WG では WG 内の調整や WG 間の棲

み分け調整がうまく進んでいないことが考えられます。会

期内に問題を解決するために、新たな規格提案に対して

事前に適切な WG の場を確認する意義は理解できますが、

本来は、各 WG のコンビーナが適切な WG を判断し、調

整は関連 WG のコンビーナ間で行われるべきものです。こ

の段階を飛び越して提案が CAG に持ち込まれ、当該技術

のエキスパート集団ではない CAG の判断に基づいて、総

会決議事項に進んでいくことが一部 WG で定番の流れにな

りつつあります。これは本来の CAG の機能から逸脱してお

り、それを議長自身が推進しているように見えることに懸

念が持たれています。

3. 各作業グループ(WG)の活動状況
3-1 JWG1(用語・命名法)
用語の見直しと Study group の改編について議論がされ

ました。用語の観点から、”nano exclusive term”と”nano 

specific term”を分類する基準の議論が行われました。

ま た、 これ ら の 議 論 を、 既 存 の TG: Nomenclature 

model for nanomaterials の改組 / または新しい TG の下

での統一的な視点から検討を行いました。

他に、TC113 とのジョイント WG を継続する意義につい

て議論がなされました。この理由は JWG1 で定義された用

語が、IEC/TC1 の方で一方的に修正されたためです。（IEC

内の整合性だけが問われ、ISO 側には打診がありませんで

した。IEC/SMB/6351/R 文書）今後も同じ問題が起こる懸

念があり、TC229 の JWG1 に意見照会が無いなら、JWG

の存在意義が問われるとの意見も出ました。

他には、ISO/TS 80004 シリーズを統一規格にする件を

議論し、シリーズを取りまとめるグルーピングを議論しまし

た。

3-2 JWG2（計測と特性評価）
2 回のジェネラルミーティング（GM）、14 件のプロジェ

クトミーティング（PWI ステージのテーマを含む）、及び、

2 件の SG ミーティングが実施されました。GM では、コン

ビーナ、ココンビーナによる最近の投票結果と出版化の状

況などのトピックスの報告、および、日本、および中国か

らｐ -NWIP の紹介があり、いずれも PWI とすることが承

認されました。

各 PG ミーティングでは、それぞれのステージに応じて、

エキスパートから寄せられたコメントに対して、その対処方

針が示され協議を行いました。そのうち日本提案の概要は、

次の通りです。

1)  Positron annihilation lifetime measurement for 

micropore evaluation in materials 

山脇氏（産総研）の目的、手法、装置の普及状況等の

説明に対し、タイトルおよびスコープに”Micropore” の表

現があり、nanotechnology の TC の対象としてふさわしく

ないのではないかとの指摘が出ました。IUPAC 等で既に

定義されている用語ではあるものの、誤解をまねく恐れが

あるため、現段階では”nanopore”とすることとしました。

また、本 WI は PWI として進めることが合意されました。

なお、本件に関しては、エキスパートノミネートのため

のロビー活動を行い、米国、英国など６カ国から前向きな

対応の感触を得ています。

2)  PG27 - ISO/TR 23397 “Measurement of film 

thickness of nanomaterials by using ellipsometry”

プロジェクトリーダー（PL）の秋永氏（産総研）より、

WD に寄せられているコメントに関して対処方針が説明さ

れました。本 WI は TR なので、含まれていた shall 文の

訂正を求められたこと以外は、特に指摘はありません。

3)  PG6 -  ISO/TS 11251 “Nanotechnolog ies  – 

Characterization of volatile components in single- 

wall carbon nanotube samples using evolved gas 

analysis/gas chromatograph-mass spectrometry” 

PL の鈴木氏（島津製作所）の、システマティックレビュー

（SR）時のコメントに対する対処方針の説明に対し、特段

の再コメントはなく、DTS 投票に進めることが承認されまし

た。

4)  PG4 -  ISO/TS 10867 “Nanotechnolog ies  – 

Characterization of single-wall carbon nanotubes 

u s i n g  n e a r  i n f r a r e d  p h o t o l u m i n e s c e n c e 

spectroscopy” 

PL の岡崎氏（産総研）より、SR 時のコメントに対する対

処方針が説明され、再コメントはなくDTS 投票に進めるこ

とが承認されました。

5)  PG23 - ISO/TS 21362 “Nanotechnologies –Analysis 

of nano-objects using asymmetrical-flow   and 

centrifugal field-flow fractionation” 

PL の加藤氏（産総研）による、本 WI に関する経緯の

説明の後、TS として出版された本ドキュメントの IS 化に

向けた進め方が協議されました。タイトル、スコープの変

更は無く、継続プロジェクトとして ILC（Inter Laboratory 

Comparison）を行った後に、不確かさ評価を追記して DIS



3

投票を行うことになりました。

6)  PG25 -  ISO/TS21346 “Nanotechnologies – 

Characterizat ion of individualized cellulose 

nanofibril samples” 

PL の小島氏（ナノセルロースフォーラム）より、最新改

訂 WD（Ver.10）に寄せられたコメントの対処方針が説明

され、協議の結果を盛り込んだ改訂 WD（Ver.11）を DTS

投票にかけることが承認されました。

3-3 WG3（環境・健康・安全）
10 カ国程度、約 40 名の参加でロードマップの確認、

NWIP 候補のプレゼン、OECD とのコラボレーション等が

行われました。

最近の NWIP 候補は最近、韓国とイランからのものが多

数を占めており、その精査と対応について今後考えていく

必要があります。

・ PG31 - ISO/DTS 23034 “Method for quantification 

of cellular uptake of carbon nanomaterials by using 

optical absorption measurement”張氏 ( 産総研 )

ロンドン中間会合後の改訂ドラフトに対する各国コメント

の解決が行われた。本 TS でカーボンブラックおよびグラフ

ェンを取り扱うかの議論があり、カーボンブラック及びグラ

フェンも含め、テキスト中の “CNTs” を “CNMs” に変更す

ることになりました。また、テキスト全体を overview する

修正は途中で時間切れになりました。今回の議論を受けた

今後の計画は、次の通りです。

2018 年 12 月まで にドラフトを 修 正。2019 年 １ 月

に WEB Meeting を開催し、修正点について議論。WEB 

Meeting の結果を受け、2019 年 2 月 4 日までにドラフト

を修正して、エキスパートに回覧。2019 年 2 月 18 日　

に TS 投票。

3-4 WG4（材料規格）　
ナノテクノロジーを利用した材料の規格開発を目的とす

る WG4 は、参加国が 13 カ国、審議対象となる規格案課

題も 12 件と多数にのぼり、大勢のエキスパートが朝から

夜まで熱心に議論しました。

WG4 は規格発行に向けて進んだ PG が多く、DTS 投票

で承認されたほとんどのプロジェクトの発行の目処がつくこ

とになりました。

日本提案の PG15(TS 17200 改訂 ) については、DIS 投

票の承認が得られ、同じく日本提案の PG12( ガスバリアフ

ィルム用ナノクレイ ) は積み残しのイランコメントの 2/3 以

上を解決しました。今後、イランとの WEB 会議で残りの

コメントを解決する方針です。DTS 投票に進むかどうかは

2019 年のオーストラリア中間会合で決めることになります。

Clay nanomaterials の一連の規格は、次回対面会議に

clay nanostructured materials の一種であるメソポーラス

シリカの PWI 提案を行えるよう準備を行います。

3-5 WG5（製品・応用）
WG5 では日本から、QD の市場調査のプレゼンと PWI　

23366：蛍光ナノ粒子に関する提案を行いました。

P W I  2 3 3 6 6  “ P e r f o r m a n c e  E v a l u a t i o n  o f 

Quantif icat ion Methods of Bio-molecules using 

fluorescent nano-particles” 中江氏（バイオ計測技術コン

ソーシアム )

ロンドン中間会議以後の変更点を説明しました。Jay, 

Jose, MK から、タイトルスコープは何が標準化されるのか

正確に反映すべきとの修正要求があり、

タ イ ト ル を、”Performance evaluation requirements 

for quantifying bio-molecules using fluorescent 

nanoparticles in immunohistochemistry”、

ス コ ー プ を、”This document describes minimum 

requ i rements  fo r  per fo rmance  eva lua t ion  o f 

applying fluorescent nano-particles in quantitative 

immunohistochemistry analyses.”と改訂しました。

circulation を経て NP に進めることができる見込みです。
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ISO/TC229 2019 年会議開催予定

日　程 開催国 総会・
CAG JWG1* JWG2* WG3 WG4 WG5

5月13日〜17日 シドニー
（オーストラリア） 〇 〇 〇 〇 〇

11月11日〜15日 杭州
（中国） 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 *IEC/TC113（エレクトロニクス）とのジョイントワーキンググループ

2019 年 2 月 1 日に、ナノテクノロジー国際標準化ワー

クショップが、Nanotech2019 の一環として東京ビッグサイ

トの会議棟において開催されました。ナノテクノロジーの産

業化についての最新の動向を織り交ぜながら、ナノテクノ

ロジー国際標準化についての取り組みが紹介されました。

・「挨拶」一村 信吾 ISO/TC229 国内審議委員会 委員長

（国立研究開発法人 産業技術総合研究所）

・「来賓挨拶・講演 －標準化の動向とルール形成戦略に

ついて－」黒田 浩司　産業技術環境局 国際標準課長（経

済産業省）

・「ナノクレイの産業化に向けた国際標準への取り組み」

蛯名 武雄　産総研コンソーシアム Clayteam 会長（国

立研究開発法人 産業技術総合研究所）

・「ナノセルロース分野における国際標準の実際と視点 

－日本、米国、カナダの具体的標準化活動戦略－」

小島 鋭士 産総研コンソーシアム ナノセルロースフォーラ

ム 知財・標準化分科会 エキスパート WG リーダー iCNF-

PJPL

ナノテクノロジー国際標準化ワークショップの開催報告

・「バイオデバイスの産業化に向けた国際標準への取り組

み－バイオとナノの接点から生まれる新たな産業へ向けて－」

中江 裕樹 ISO/TC229 国内審議委員会 用語・製品・応

用分科会 主査（一般財団法人 バイオ計測技術コンソーシ

アム）

・「ナノ材料規制に関わる海外動向と国際標準化の現状

－国際標準化とナノマテリアル規制の関係－」

奥田 雅朗 日本酸化チタン工業会 ナノ酸化チタン小委員

会 委員長（テイカ株式会社）

・「ナノカーボン国際標準化の海外動向と国内の取り組み」

近藤 大雄 IEC/TC113 国内審議委員会 ナノエレクトロニ

クス標準化専門委員会 委員長（株式会社富士通研究所）

・「総括質疑・TC229 の動向－ナノテクノロジー国際標

準化の動きについて（2018 年活動報告－」

竹歳 尚之　ISO/TC229 国内審議委員会 幹事 , ISO/

TC229 JWG2 セクレタリ（国立研究開発法人 産業技術総

合研究所） 


